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会社概要・事業概要



会社概要
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資本金

発行済株式総数

決算期

代表者
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ＩＴソリューションの事業概要

運用保守設計/構築企画

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

イ
ン
フ
ラ

・コンサルティング

・要件定義

・分析/評価

・要件定義

インフラ/ネットワーク

設計/構築
インフラ/ネットワーク

運用保守

運用オペレーション

ソフトウェア開発

統合パッケー導入支援

ソフトウェア運用保守



ＩＴサービスの事業概要（1/2）

※１



ＩＴサービスの事業概要（2/2）

PC同時通訳システム



当社の特徴①

成長分野である「情報・通信・メディア」が

全体の約４割を占め、

情報・通信・メディア

39.4%

金融・証券・

保険

18.9%

製造

15.8%



当社の特徴②

長期的な継続取引を実現する、強固な信頼関係

ストック性の高い安定的な収益を生み出す、盤石な顧客基盤



連結業績報告



(単位：百万円)
前年同期比

中間決算サマリー

2025年9月期

中間決算実績
状況

4,943
I Tソリューション事業において、期を通じ

て安定した受注を維持できた結果、売

上高は前年を上回り、営業利益および

経常利益も大幅に増加して着地。

459

2026年9月期

中間決算実績

5,305

543

売上高

営業利益

485 574経常利益

447 357中間純利益

7.3%

18.5%

18.3%

20.1%

+

▲

+

+

中間純利益は退職給付制度切替に伴

う特別利益剥落により前期比で減少

状況



ＩＴソリューション事業

4,842 
5,233 

1,166 
1,291 

売上高 売上総利益

495 
616 

営業利益

’25/9期中間

‘26/9期 中間

事業概要

増減理由



ソフトウェアソリューション

2,435 
2,764 

651 
734 

売上高 売上総利益

330 
394 

営業利益

‘25/9期中間

‘26/9期 中間

増減理由



インフラソリューション

2,407 2,469 

514 
557 

売上高 売上総利益

164 
221 

営業利益

’25/9期中間

’26/9期 中間

増減理由



ＩＴサービス事業

100 

71 

25 

▲ 9

売上高 売上総利益

前期比

▲100.%

▲ 36

▲ 71

営業利益

’25/9期中間

’26/9期 中間

増減理由



営業利益の増減理由

4,943 

3,751 

415 

53 

264 

459 

5,305 

4,023 

426 

15 

296 

543 

売上高

売上原価

人件費計(販管費)             

研究開発費(販管費)         

その他の販管費

営業利益

2026年9月期中間決算前期比較
増減額

7.3 ％

7.3 %

25.5 %

7.2 %

12.3 %

18.5 %

前期比

増減率

84

32

38

10

272

361

’25/9期中間

’26/9期 中間

+

+

+

▲

+

+

増減理由

および

数値の推移

+

+

▲

+

+

+



キャッシュフローの状況

314

▲ 257

119

▲ 11 ▲ 18 ▲ 19

▲ 430

▲ 256 ▲ 287

303

▲ 275

100

-500

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

FY2024 2Q FY2025 2Q FY2026 2Q

営業CF 投資CF 財務CF FCF

’24/9期中間 ’25/9期中間 ’26/9期中間

純利益積み上げ

中間期

の状況

自社ｻｰﾋﾞｽ

開発投資

配当金支払



健康経営の取り組み

テーマ 方針など

仕事と治療の両立を支援

健康管理の支援

従業員サポート体制

100%

オフィス環境の整備4

3

2

1

5年連続

大規模健康優良法人認定
5



トピックス



I Tサービスの創出



333,287

330,000

突破！

48期 49期

売上高前期比

’25/9 中間売上高 10.0百万円

’26/9 中間売上高 12.1百万円

チケット for LINE

48期 49期’26/9期 ’26/9期 中間

’25/9 中間 ’26/9 中間



175,773

175,000

突破！

H I N O R I
売上高前期比

48期 49期48期 49期’26/9期 ’26/9期 中間

’25/9 中間 ’26/9 中間

’25/9 中間売上高 2.1百万円

’26/9 中間売上高 4.4百万円



2026年夏 リリース予定

iDEPアプリVer.2.0配信

※画面は開発中イメージです。

NEW SERVICE｜



パートナーシップ強化 iDEPアプリVer.2.0配信

※トライアル契約を含む

現場のIDP運用が加速

iDEP｜ 売上高前期比

契約クラブ数

2026年6月より開始



iDEPアプリVer.2.0配信

・注ぎ業務をセルフでエンタメ化、人手 を解消

・飲み比べの楽しさを提供、顧客満足度向上・売上機会創出

・1ml単位の量り売りで「好きな分量」をロスなく提供

出展：帝国データバンク 人手不足に対する企業の動向調査（2024年4月）

ターゲット施設数

約10万施設

収益モデル

初期費用＋月額利用料

2026年5月 受注開始

開発の背景

TapToYou

NEW SERVICE｜



先行商談実施中展示会の出展特許出願中

TapToYou ｜



企画提案型ソリューション



直近の取り組み状況：組織・営業基盤の確立



業界 支援概要と成果

ITサービス業 保守切れADサーバの現状調査からAWS移行検証までを一貫支援。調査結果をもとにAWS環境の検証および、データ移行までを対応。

製造業 AI-OCRによる伝票取込、作業日報・届出書のアプリ化検証を完遂。伝票処理の自動化・ペーパーレス基盤を構築。

通信業 RPA構築支援および内製化教育、クラウド移行可否検討を並行。既存環境のモダン化と業務自動化を支援。

建設業 現場に伴走する継続支援と、過去情報アプリ運用による改善を推進。データ利活用による現場生産性の継続向上に貢献。

建設・不動産 システム統合に向けたサーバ・端末等の包括的アセスメントを完了。戦略的な統合ロードマップ策定に向けた基盤を構築。

実績：多業界にわたるトランスフォーメーション支援



今後の重点戦略：サービスパッケージ化と営業効率の最大化



研究開発活動



01 02 03

研究開発｜１



コーチングAIモデル 行動分析・予測AIモデル

研究開発｜２



長期ビジョンの目標見直し



営業利益率

2031年9月期 (当初計画) 2031年9月期(見直し後)

営業利益

営業利益率

営業利益

売上高売上高

（＋9.8％）

（±0.0％）

（＋9.5％）

長期ビジョン目標数値の引き上げ



資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応



2028年9月期目標 2028年9月期目標

中期目標

2028年9月期目標

113億円 7.0 % 8.0 %

2025年9月期実績 2025年9月期実績 2025年9月期実績

売上高 営業利益率 ROE



ROE現状分析：実績と実質

調整後ROE(実質)

事業本来の収益力

公表ROE(実績)

2025/9期実績

6.0 %7.8 %

目的

分子

分母

ℹ



目標ROE達成に向けた現状認識と対応方針

企画提案型ソリューション／ITサービスの拡大売上高純利益率の向上

戦略的M&A／研究開発・事業開発投資総資産回転率の向上

積極的な株主還元財務レバレッジの適正化

現状認識・課題 対応方針

安定的なSES収益を基盤としつつ、さらなる収益性

向上のため、高付加価値な事業ポートフォリオへの

「質的転換」が求められる段階にある

「攻めの投資」により、手元資金を事業資産へ入れ

替え、資本の回転スピードを一段と加速させる必要

がある

財務健全性を維持しつつ、ROE目標達成に向けた

最適な資本構成を追求するため、機動的な資本

政策と還元拡充の必要性がある

コンサルティング等の上流工程および自社ITサービス

の比率を高め、グループ全体の付加価値額と利益

成長を牽引する

資本をM&Aや新事業へ機動的に投入し、売上高

の非連続な成長と資産回転率の最大化を並行し

て実現する

累進配当を軸とした安定的な還元と機動的な資

本政策を組み合わせ、資本効率の向上と株主価

値の最大化を図る



ROE 8.0%の達成とその先の成長

中期目標

ROE 8.0%の着実な達成

成長のプロセス

質の伴った持続的な成長

長期的な展望

さらなる高みの追求

8.0%の達成を とし、長期ビジョンの

実現に向けてさらなる高みを目指す。

持続的な利益成長を通じ、中長期的

な株主価値の向上を牽引する。

ROE 8.0%の達成を基盤とし、持続的な企業価値の向上を推進する。



連結業績予想



(単位：百万円)
前年差

連結業績予想

2026年9月期

予想

10,558

560

2025年9月期

実績

10,136

516

売上高

営業利益

628605経常利益

379485中間純利益

422

43

22

105

+

▲

+

+
ITソリューション事業の拡大が寄与

し、前期を上回る見込み

退職金制度の変更に伴う特別利

益剥落の影響により前期比で減

少する見込み

見通し前期比

4.2%

8.5%

3.8%

21.8%

+

▲

+

+

増収に伴う利益押し上げにより、

前期を上回る見込み

前期に計上した一過性収益の減

少により、増益幅は限定的



59.2%

39.9% 43% 39.6% 44.2% 44.9%

69.3% 67.8%
61.2%

78.3%

配当性向（％）

16 18
21

33
28

31
34 35

40

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

配当性向・配当金

10

32

23

2 1

34

４０円予想

株主還元

一株当たりの特別配当 （円）

一株当たりの普通配当 （円）

必要な事業基盤の整備を推進するとともに、累進配当を目指す

※2018年10月1日付で普通株式1株につき２株の割合で株式分割を実施しております。

2018年9月期以前の1株当たりの配当金は、当該株式分割が行われたと仮定し算定しております。

一株当たりの普通配当予想（円）

14 
2 



将来の記述についての注意事項

本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。

本発表において提供される資料及び情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。

これらは、現在における見込み、予測及びリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの基準と異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

また、本資料に記載される情報に関して、これに誤りがあった場合や第三者によるデータの改竄等によって生じた障害に関し、事由の如何を問わず弊社は一切の責任を負うものではありません。

それらリスクや不確実性には、弊社に関連する業界ならびに市場の状況や、国内及び国際的な経済状況及び一般的な市場環境等の要因が含まれます。今後、新しい情報や将来の出来事等が起こった場

合であっても、弊社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正等をおこなう義務を負うものではありません。


